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第７期鹿追町総合計画策定会議専門部会議事録 

 

専門部会名 総務専門部会（第２回） 議事録作成者 企画課企画係 

係長 迫田 明巳 

開催日時 令和５年９月 13 日 14：30 ～ 15：50 

開催場所 役場２階第２会議室 

 

 

委  員 

事務局等 

出  欠 

出 部会長  佐々木和男 出 総務課長   葛西 浩二 

欠 副部会長 井出 健一 出 町民課長   高瀬 俊一 

出 委 員  藤田農夫治 出 総務課財政担当課長 武者 正人 

欠  〃   森住 松夫 出 総務課主幹  西垣 慎也 

出  〃   三反﨑里香 出 企画課長   草野 礼行 

出  〃   林  正信 出 瓜幕支所長  東原 孝博 

出  〃   上嶋 京子 出 議会事務局長 坂井 克巳 

出 〃   森内 政宏 出 消防署長   内海 卓実 

  出 企画課    迫田 明巳 

出席者 なし 

1、開 会 □葛西総務課長（グループリーダー） 

2.部会長挨拶 □佐々木部会長より 

 新しい委員の方も３名いるので忌憚のないご意見を伺いたい。 

3.議  事 ①前回説明分 

 特に質疑事項なし 

②今回説明分 

 草野企画課長（第５章 ３ 男女共同参画～７ 行政運営） 

 武者総務課財政担当課長（第４章 ２ 土地利用、第５章 ７ 行

政運営、８ 財政運営） 

 葛西総務課長（第５章 ７ 行政運営） 

 高瀬町民課長（第４章 ２ 土地利用～９ 防災） 

 内海消防署長（第４章 11 消防・救急） 

4.第３回総務

専門部会の日

程について 

日時：９月 26 日（火）13 時 30 分から 

場所：鹿追消防署２階会議室 

5.その他 特になし 

6.閉 会 □葛西総務課長 

発言者 主な発言内容 

 

 

草野企画課長 

 

 

 

 

 

 

（資料に沿って説明。資料記載以外の主な発言内容を記載） 

５章 ３ 男女共同参画 

 男女共同参画という分野がいいかどうかとも思っている。だれ

しも平等、老若男女のみんなが活躍するという考え方にもなる

と思う。 

 国の法律が制定され、地方公共団体の役割も示された。ここに

入れるのがどうかも含めてご審議いただきたい。 

 パートナーシップについては、法律では同性の婚姻は認められ

ていない。婚姻と同等のような扱いをするような制度であり、
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葛西総務課長 

 

 

草野企画課長 

 

 

 

 

 

 

 

草野企画課長 

 

 

 

葛西総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

武者財政担当課長 

 

 

草野企画課長 

 

葛西総務課長 

 

 

 

 

 

 

東原支所長 

 

 

 

葛西総務課長 

 

例えば、公営住宅の入居を親族に限っている場合や、生命保険

の受取人になれるかどうかといったものがあげられる。行政だ

けではなく、民間にも理解を頂かなければならないものである。 

 つい最近では道職員の扶養認定についてのケースの報道もあっ

たところである。 

５章 ４ 移住定住 

 この４年間で大きく変わったことも多いので現状に４項目を追

加している。 

 地域活性化企業人というのは外部人材を受け入れて地域の活性

化につなげる制度で、現在２つの企業から人材派遣を受けてい

る。一つはアウトドアやふるさと納税に関わること、もう一つ

はＩＣＴやＤＸに関わること。地域おこし協力隊は今現在これ

までに一番多い８名在籍。 

５章 ６ 自衛隊 

 鹿追駐屯地の定数は具体的には 340 名から 330 名になった。戦

車大隊が戦車隊に縮小し、帯広駐屯地の１個中隊が鹿追駐屯地

へ移駐している 

５章 ７ 行政運営 

 国の個人情報保護法が改正され、それに伴って町の条例改正。

自治体、民間企業の個人情報管理、運用が厳格化された。 

 定年延長の関係は、段階的に２年に１度、定年延長し最終的に

は 65 歳定年となる。それに伴い抜本的な定員管理計画の見直し

が必要。 

 組織機構の関係は、令和３年度で機構改革を実施しているが、

こういった情勢の中で、一回やったら終わりということではな

いので、文言を含めて修正 

 庁舎内外の環境整備について文言修正はないが、エレベーター

の設置、バリアフリー化、エアコンの設置など庁舎の環境整備

に努めているところである。 

 「職員適正化計画」と「鹿追町定員管理計画」は違うものなの

か？ 

 大きなくくりでいうと「職員適正化計画」で、鹿追町のそれが

「鹿追町定員管理計画」と認識しているが、前回の策定時にど

のように使い分けているかも含めて確認し、整理する。 

５章 ８ 財政運営 

（特になし） 

 

５章 ５ 瓜幕地域の振興 

 機構改革により「山村留学」「うりっ子ルーム」が瓜幕支所に移

管されたということでここの分野に含めている。また、ゼロカ

ーボンシティ推進戦略の中にも瓜幕地域の脱炭素化が含まれて

いるので記載している。 

 「山村留学」と「うりっ子ルーム」については総合計画の中で

どのように記載していくのがよいか。 
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東原支所長 

 

 

 

 

 

草野企画課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

高瀬町民課長 

 

 

草野企画課長 

 

 

葛西総務課長 

 

 

迫田企画係長 

 

 

高瀬町民課長 

 

葛西総務課長 

 

 

森内委員 

 

高瀬町民課長 

 

 

 

 

 

 

高瀬町民課長 

 

 

 実際の業務は瓜幕支所で担当しているのでここでも記載してい

る。本来は教育行政であり子育て支援であるので、そちらにも

含まれていくと思うので調整したい。 

 ゼロカーボンシティ推進戦略もそう。ここで記載すると、ゼロ

カーボンシティ戦略に関連する基本計画の全てのところで記載

しなければならない。 

 どうするかは内部で今後協議する。 

 

４章 ２ 土地利用 

（特になし） 

 

４章 ４ 環境美化、公害、畜犬 

（特になし） 

 

４章 ５ ごみ処理、リサイクル 

 新中間処理施設については令和９年度まで耐用年数の期間とな

っており、先日設計と工事の契約が完了したと十勝圏複合事務

組合から連絡があった。令和９年度末には完了の見込み。 

 災害廃棄物処理計画について、計画期間が令和５年度からとな

っているのに、計画の中では、これから定めるような書き方に

なっていて、つじつまが合わないと思うが。 

 同じく災害廃棄物処理計画については、これから定める新しい

計画なので、町民に周知していくことも記載していってはどう

かと思うが。 

 先ほどの説明の中で、契約が完了して令和９年度に新中間処理

施設が完成見込みとのことだが、そうなると「建設を検討」と

いう表現はおかしいのではないか。 

 建設と設計の契約は終わっているが、どのような施設になるか

はこれからの検討事項なのでこのように記載している。 

 余談であるが、鹿追町のごみの分別は非常にしっかりとしてい

て、ごみの排出量が少ない。同規模の自治体と比較すると、く

りりんセンターへの分担金が半分程度になっている。 

 令和９年度末の建設完了という大枠は決まっていて、その内容

を今後検討するということか？ 

 大枠は決まっているが、細かな内容はこれから示される。ごみ

の分別の仕方など。 

 

４章 ６ 墓地、葬斎場 

（特になし） 

 

４章 ９ 防災 

 防災フェスティバルを今年度実施した。毎年できるか分からな

いが、２年に１度くらいは実施したいと話をしているところ。

防災の意識を高めるイベントを継続的に実施していきたい。 



 4 

 

 

 

 

 

草野企画課長 

 

 

高瀬町民課長 

 

東原支所長 

高瀬町民課長 

 防災無線のデジタル化の事業に現在取り掛かっている。事業上、

全戸に個別受信機を配布するのが難しいが、今はスマホを持っ

ている人がほとんどなので、スマホに防災情報をプッシュ式で

発信していく仕組みをとって補完していきたい。 

 

 現状の部分に防災無線の老朽化についても記載してはどうか。

現状が変わったので、それに対する取り組みが増えるというの

が普通と思う。 

 老朽化のことと、デジタル化の要請があるということは追記し

たいと思う。 

 国土強靭化地域計画については既に策定済ではないか？ 

 そのように修正する。 

 

４章 11 消防、救急 

（特になし） 

 

 


